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はじめに

• 当院は毎年20余名の研修医を受け入れ当院は毎年20余名の研修医を受け入れ

• これまで侵襲的手技施行に一定のルール
なし

• 系統的、段階的な手技の研修が必要

• 最終的に安全な手技の修得をめざす

• 侵襲的手技（中心静脈穿刺(CVC)、胸腔
チューブ挿入、動脈ライン挿入、気管挿管）
にライセンス制を導入
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方法

ライセンス制プロジェクトチームを結成

手技の講義と実技研修（必修）（年度始めに実施）手技の講義と実技研修（必修）（年度始めに実施）

↓
介助（見学）

↓
インストラクター監視下の手技

↓↓
単独での手技の許可

↓
インストラクター昇格

CVC挿入実技研修

方法
ガ• 徳嶺氏の開発したエコーガイド下中心静脈(CVC)

穿刺法による内頸静脈、鎖骨下静脈穿刺トレーニ
ング

• 徳嶺氏を講師として毎年招請

• エコーはiLook25（シャーウッド社製）を使用。

シミ レ タは京都科学社製CVC穿刺シミ レ タ• シミュレータは京都科学社製CVC穿刺シミュレータ
を使用。
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CVC挿入実技研修

• 最初にCVC挿入手技の総論および合併症最初にCVC挿入手技の総論および合併症
の講義を行なう。

• 複数のブースに分かれてシミュレータを用
いて実技トレーニングを行なう。

• 各ブースに指導医がつき、参加者全員に
CVC穿刺が成功するまで 何回でも行ってCVC穿刺が成功するまで、何回でも行って
もらう。

CVC実技研修風景
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豚の胸郭の一部を使用した
胸腔チューブ挿入実技研修

方法方法

• 最初に胸腔チューブ挿入手技の総論およ
び合併症の講義を行なう。

• 複数にブースに分かれ、各ブースに豚の
胸郭の一部を配る。

• 各ブースにインストラクターを配置し、豚の
胸郭の一部を使って、皮膚切開からチュー
ブの挿入、固定、さらに抜去の仕方まで実
技指導をする。

豚の胸郭の一部を用いた胸腔チュー
ブ挿入実技研修風景
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ライセンス取得に必要な手技件数
（単独術者資格）

介助
（見学）

監視下の
手技

監視下の
手技での（見学） 手技 手技での
成功件数

CVC ３例 ５例 ３例

胸腔チュー
ブ

３例 ５例 ３例
ブ

動脈ライン ３例 ５例 ３例

気管挿管 成功30例（麻酔科ローテーション中に
取得）

インストラクターの手技必要件数
（単独術者資格取得後）

CVC 成功20例以上CVC 成功20例以上

胸腔チューブ 成功7例以上

動脈ライン 成功7例以上
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手技の申請登録法

１．予め，手技に使用する備品に申請カードを貼っ
ておくておく

２．手技実施時に申請カードに必要事項を記入し
カードを備品からはがして、手技登録貼付板
に貼付する

３．手技登録貼付板を回収

４ ライセンス制プロジェクトチームが集計４．ライセンス制プロジェクトチ ムが集計

５．該当者にライセンスシールを交付

６．ライセンスカードにシールを貼付

７．ライセンスカードを名札入れに入れて携帯
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問題点

• インストラクターの確立（現在は暫定的）• インストラクターの確立（現在は暫定的）

• 施行者（申請者）の偏り

–最高：101回、最低：0回

• 合併症の申請が少ない（CVC時の動脈穿
刺による血腫４例のみ）。刺による血腫４例のみ）。

–不成功時の申請が少ない？

まとめ

侵襲的手技のライセンス制の導入を試み侵襲的手技のライセンス制の導入を試み
た。これにより、系統的、段階的な手技研
修の道筋ができたが、インストラクターの
確立、手技不成功時の報告の義務化等解
決すべき問題がある。
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